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忘れ られない苧しさであった。

法政大学文学部助約楼渡辺一夫

、 六

ニユー・ヨークの中心、地マンハ ッタン島、そのなか低どより少し北のハン ドレッド ・テンス ・ス

トリート (11 0迦 り）。 それもプロ ー ドウエーのすぐ近く、 こんな地点の庶民的アバート の一角

囮＇rきを定めたことは、私の 1年近くのニユー ヨークの生池をいろいろの窟味で骰寮な ものに してく

れた。いいにつけ、悪いにつけ……c

「11 0辿り 」という のは、 マンハックン晶孔灰西胚つらぬく 規貝ij正しい通 りのひとつ侭は違い

ないか、道巾は広く、一晩中バスは油る ，トランクは迪る ，救急車はうなるでやかましいことこの

上ない。地図をみれば想位も できようが、 ーヒントラルパークの北端匹あるこの迪りはフ イフ ス・ア

ベニユーを通る何本ものバスが必ずここで左折する。 こんが 1叶怜も よく 調ぺずに住みついた自分も

全くうかつであつた。

1 1 0追り VC直面 した、昼なお距いアバー トの31術で私は騒音から、まず不賑になやまされた。

つづいて．伶欲不振侭わちいり、 消化不良にもな ったc 廿．．i．：tをする意欲もな くした。たてつづけの不

調で研究はおろか、 日常の仕事も全ておつ〈うvct：つた。街を見物する元気も勿諭ない。ー柚のノ

イローゼだろう。この布を人に話したら。日本人がはじめよくかかる ノイローゼだろ うから、大い

に逝ふてことが大事ですよといわれた。

それからというものは、私はつとめて外｛て出るようにした。時 々ニユーヨークの銀座通り、有名

なフ ィフス ・アベニユー（五番街 ）にもでかけたり ・た。

I 

i I止界の中心地 フイフス ・アペニユー 1 アバー トのすぐ近く、 プロ ー ドウエー．の 11 0通りから
地下鉄にのり、 ダウ ンク ツンの中心ti凡クイムズフ・ クエ アに出た。 ここの 42通りをイ ーストリ バー

に向つて、つ妾り臣速ピルの方向にある くと「廿1もたくフ イフズ 7'ペニュー忙ぷつかる。このあたり

のフイフフ・アペニ ユーHill:界の流行の中心ji囚 癸 しい建物が軒をならぺている。サックス、 ベスト

・アル トマン等、！廿界妬名の知れた扁級店も 少なくない。 私は目をみはつた。 ウインドゥをのぞい

てみただけでも千ドルはおろか 2千ドルを哲す品杉；；すらt希ではない。高級媒人服、 アクセサリ ー、

，，ヽンドパッグとみれはほしいものげかりだが、 ウインドウ・ンョッピングでがまん した。
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ニニ--ヨー ク市

た。

繁華街のまんなか 50通り には七ントバトリック寺浣の

古ひ虎：大がらんがあるかと思うと、斜め向かいに莉近代的

なロック フエ ラー・ 七ンク ーの親物が立ち並ぷ。このあた

フ、クイルプツりを行きか う人々の数は実（ておびただしい。

クから抜け出、してきたよ うfrモグンた、時（ては奇抜な婦人

きも少たからず目に入ると こる。

フイフスアペニユーのおと左りは、 これ亡た有名たマチや

ソンアペニユーだ。 もつとフィ フ頭ど豪華てはないが、

高く てこった品物を売る専門店も多いときく。 フォーマノレ

過ぎずくずれすぎず、なんとなくあかぬけ したかつこうの

綽士をマヂソンアペニ ユースクイルと呼ぶとい う話も危い

私はフイフスアペニユーを楽しんで 57辿りからバスにのつて帰途↓てついた。バ スの右側に並ぷ

薬しいアパート 背年、左胡のセントラルパークをまるで庭l了月のようvc見下している。ここ忙住む人

逹けアメリカ屈指の’廷疫とのこと。アメリカ映詞にでてくるデラック スなアバー トの生活はこの辺

り［）ことかもしれたしへ。造内は完全に宝化され℃ー、 蚊先端の文明生岱を エンジョィしている。 まも

なくセン トラ）ンパークは終り、 パスは左折して匝にハドソン和］に向つて走る。私は し（ おや ’'と，思つ

た。わずか没分0間に窓外の燎巴は全くクとつてしまつて'1JIJUt界のようだ。 さたたいアパート、'・-" 志 々

Vこ偲されみおひただしい、 たれいとはいえたい洗‘f,ig物の陳列。 ((洗＇じ晶殺 も屹蜘裟もないのか ？”そ

れ｛とアバ ート は咬るで廃きよ (7) ようにみすばらしい。 こ んな迎物がつさ~ つぎ と 窓のそばを過 ぎる。

これぞ1it界rc有名ヂ<'tハーレム’'1北区の南端である。この 11 0通り、歩く 人も黒人が多い。その

せいかバスを乗降りする人も色が黒い。美容院のウ インドウをかざるマネキンも色が黒I゚^

こ こ で高度r·) 文明生活の矛盾が生みだした貧困の典程をみせつけられたような 菱•i がした。ーロ irC

('文明” といつても、その持つ窓索をいやと いう・程、味あわされた 。やがてバスはコロンピア大学

の近 〈のアム ブ、 テルダムアペニユーを搾切り 、わがアパートの前を一走り して プロ ードウエーの大

通り化でる。私はバ スをおりた。

l― I 

Iフィフスアペニユーをうめる反戟大デ翌l 秋のある土靡 日の午後、 フイフス アペニューのセ
ントラ ルバーク妬そつてペトナム蛉争反対の大デモがあった。私はバークのペンチ（疋陣取つて、早

くか らデモ隊の至1妙長をまつた。 1時に出発したデモ隊は、大部お くれ2時近く↓てやつと あらわれた。

先頸は赤や黄や緑のベ ンキを衣版にぬりつけ、おとけた顔に位＇（笑をたたえ た老紐士だ。これはあと

からきいた話だが、右奨妬ペ ンキゃ卵をぷつけられた為だとわかつた。この老紳士こそ最近おしく
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這界されたマスト牧師であった。

．つぎつぎと続 くデモの列は多枷多様な人びとで構成される。無浩作な背広の男。ハイ l::ールをは

いたおしやれなた丸人。 ペトナム（曽侶忙ふんそうし、がい骨をかついだり錦をたたいたりの学生蝦

ギクーを ひきひ苔フ ォーク を 口ずさむ若者の群れ• • •…o 私は全り代も拭弯りたデモに多大の好奇心

をよせた。もつとおどろいたことには、車椅子陀乗つた病人も何人か主ざつているではないか。一

瞬心がひきしまる。それから、さつき私の前を一人で歩いていた亮華なピーズの帽子の貴婦人も

いつの問にかデモに］且っつていた。

一方右応が2~3人立ちふさがつてデモ隊をののしる。 「お前赤ktそれでもア メリカ人か？ 」

「あたり 前ぬ 和は襄のアメリカ人さ」。一人のおばあさんが、 こぷしを代ぎつてどなりかえした。

ゃりとりは次 々とつづく 。

デモ隊はこんな調子である。職菜をこえ人面をこえて、イデオロギーをこえて、老いも若きもペ

トナム反戦という この一点に結集 した全 〈索睛しいデモだ。 私は正i紅いつてこのア メリカvcこんな

たくましい底力があるのかと、少 舌々をま いた。

だが、 2週間後の土嵌の午後、同じフイフ スアペニユーで、 こん どi•t．ペ ト ナム （殺争筑底デモもあ

った。叫訊・i人が中心となつて祖峨されたもののようだ。まつた〈 I面白いとこるである。

ロの生(iりと、死亡の特1，，・t| 反戦大デモをみてから私は何んだか元気づいた。ニユーヨークを
知るうという意欲も、 アメリカの季節病の研究をしようという意欲も旺盛になつた。アバートの生

泊にもなれてくると、 ここの使用人とも仲良しになった。住んでる人は殆んど全部が出人なのに、

使用人は5人とも黒人一ー ニグロ 1人、プエルトリカン 2人一ー みかけは一寸こわいが、話してみ

ると実にお人良しである。ズーバーもニグロである。

毎朝、物すこ・い音をたててやつてくるゴ ミ艇めの自勁車忙、アバー ト2楓 1 5 0 tit帯分のゴミ

をのせる仕布は彼等の日課の一つ；だが大変な労働でわる。 12階もあるアパート全部の廊下と、一

陥のロピーのそうじ、休みがき、時にはベ ンキ途り、故障個所の修理鳥f駁房用の地下の大き なポイ

ラーたき ……まだ史だ仕車は山程あ る。 でも時匹は息抜きに、 近 く の熱人母と逍路で面白•そ うに話

しこんでいる甜もある。なんとな く元気がないの も共通点のようである。黒人としてのコンプレッ

クスのせいだろうか？

ある寒い日、 5人のうちの 1人、 ハーレムから迎つている Pさんが、いか忙も疲れた梯子でゴミ

を敗り花きたのでをいてみたら、 ＂胸がいたくて 肺炎らしい ’'といった。それからしばら〈休ん

でいたが半月位たつたある日、 しよんばり、とロピーの床をみがいている姿をみかけた。 「大丈夫な

の？ 」と声をかけると「ドクク ーはまだねてないと駄目だというけれど、生活のためにはそうもい

かない。高い汗射もしなければならたいし」とぽやいた。私の胸も＇j狙く1龍んだ。たしか忙彼は渦労

だ。そして貧しい。これでは病怨にもなろう。私は皇近か侭経勅していろいろと考えさせられてし

士つた。 もしか したらこんな悲条件が焚つも役ぐつも集約されて、黒人の死亡の季節恋化は白人とは

述つているのではなかるうか？ 私はフ トこんなことを考えた。

あれこれと死亡統計をいじ くつているうちに、果せるかな人稀の差は弛然と出てきた。まずラフ
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な耗計だがア メリカ全土の総死亡の季節突化をみると、白人は冬陀だけ死亡の山を持つが一ーこれ

は現代の日本や英匿 と同じク イプーー黒人は冬山のほか瞑夏にもにぷいは1を持つ。これは私の説

からすると後造即クイプたの広 丁度日本の戦前のク イプ。 またアメ リカを州りIliてみても、歴史灼

V（みてもこの事はた しかにいえる。でも珪在みられる黒人の夏/.Iiも、昔はもつともつと昂く時代と

とも記氏下してきた手は珀実である。

ニユーヨーク市の白人、犯人の季節咬化を示す紳計がたいのは残念だが、ハーレム剖＇区の乳児死

亡率がほかのサ区よりずばぬけて高い一ー出生千人についてハーレムrt40人前後の死亡率、他の

地区は 20 ~ 3 0人の死亡率） 一ー ことからみても、季節究動のクイプはおそらく後進型ではなか

ろうか？ ニユーヨーク市の統計局で品く黒人の女子投員妬 ｀ハーレムの乳児死亡率はどうしてこ

”約のでしよう？ ’'とさ・りげなくきいたら、すかさず ＂ポパテイ ー’'、 この一言はいまだに私の

脳櫻かう消え去らない。

法政大学文学袖照師祓山政子

9-

朝食 はアイスラ ン ド で

—--- 1- l' 、'̀

. I 

西洋風の朝食、それは和淳食正でお目iてかかるあの トースト・ハムエッグ・コーヒー（紅茶 ）の

啜だと日本では一般匠信じられているようだ。それどころではない。これを真似ることが文化的だ

の、企歩的だの、健瞑的だのと大つびらに宜伝したり、何 も知らない子供に家庭教育を したり、内

心ひそか忙目悛してすぺての劣第感をこれで埋め合わせたりする明治 10 0年ならぬ 「明治 1D年

族」が跡を絶たない。

所がである。まずヨ ーロッパの朝食をやや皮相的だが、ホテルのそれで一寸眺めて見ょう。ロン’

ドンの安宿 (19 6 4年冬匠朝食付 1週間 8,0 D D円）でも、その朝食はコ ーン フレーク 1椀、 ト

ースト4枚、 ハム（ペーコン ）エッグー皿か焼ソーセージ一irn.又はひらきにしんくん製のパク ーい

ため一煎、 バクーが3X 5 X 1. 5 C1/I位、マーマレード小カソプ 1杯、砂糀中カ ップ 1杯、紅茶かコ

・ーヒ ー1ポット、 ミルク大カツプ 1杯は 4ヶ月閤少しも変らなかつた。これだけあると余程の大食

模でない限り朝一遠原は食ぺ切れない。私は一一話がみみっちくなつて恐箱だか一ー食事が個室に

蓮ばれて来るのを幸い、 ホテルで仕祖を続ける 日忙は前日の貿い健きと合わせて昼食も これで済ま
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